
令和５年度 組織目標設定 

所属 部・局  会計課   

 

 

【会計課行動指針】 

 市民の方が納付に来られる職場として、気持ちの良い丁寧な窓口対応を行います。また、風通しの

良い職場づくりを心がけるとともに、適正かつ効率的で安定した会計事務を推進します。 

 

No. 組   織   目   標 ページ 

１ 歳計及び歳計外現金の適切な運用を行う。 P1 

２ 公金の取扱について、適正な事務処理に努める。 P1 

３ ＤＸ及び財政健全化に関する取り組みとして経費節減と業務改善を推進する。 P2 

 

 

 

 

  



運    営    目    標 

１ 歳計及び歳計外現金の適切な運用を行う。 

運営目標 

① 

【施策】 

市の財政状況を予算や資金計画及び毎年の動向を踏まえて正確な収支を把握し、適

切な運用が出来るよう資金を確保する。 

 
【達成すべき指標】 

  資金の適切な確保による運用 

 

【指標を実現するための取組・手段等】 

① 各課からの資金計画を原則毎月25日とし、期限前の再周知により報告漏れ等を抑

制する。 

② 保管金の状況、資金計画、前年度実績、今後の事業進度を総合的に勘案する。 

 

② 

【施策】 

低金利下における基金及び歳計現金等の安全･有利な運営を行う。 

 

【達成すべき指標】 

  資金の適切で安全・有利な運用の実施 
 

【指標を実現するための取組・手段等】 

① 保管金の状況を毎日確認し、資金不足が生じると判断した場合は、基金からの繰替

運用又は一時借入を実施する。 

② 歳計現金等の資金に余裕が出た場合は、譲渡性預金や定期性預金を活用を図る。ま

た、市内金融機関と預金及び一時借入等の金利調整等を行う。 

 

２ 公金の取扱いについて、適正な事務処理に努める。 

運営目標 

①  

【施策】 

各種伝票の取扱について適正な事務処理指導等を行う。 

 
【達成すべき指標】 

① 適切な伝票事務処理の指導件数の減少 

② 公金の収納及び支払等時のトラブルに係る迅速適正な対応による減少 

 
【指標を実現するための取組・手段等】 

① 未払いや精算漏れ等に係る財務システムを活用した突合・確認 

② 伝票起票日等の確認により振込遅延の恐れがある場合の注意指導及び振込不能等に

対する債権者への連絡調整並びに速やかな再振り込み等の実施。 

 

② 

【施策】 

ISDN回線廃止に伴う公金伝送方式の切替を実施する。 

 

【達成すべき指標】 

新たな伝送方式への円滑な切替 

 

【指標を実現するための取組・手段等】 

①各金融機関との切替伝送方式の確定と申込 ～６月 

②伝送方式切替までのスケジュール作成及び周知 ～７月 

③各金融機関と連絡を密にし、各課端末への必要な登録等設定 ～９月 

③ 伝送テスト ～11月 

④ 本稼働 12月 



 

３ ＤＸ及び財政健全化に関する取り組みとして経費節減と業務改善を推進する。 

運営目標 

① 

【施策】 

備品台帳の電子処理(ペーパーレス)化により業務改善を図る。 

 
【達成すべき指標】 

年度内の電子化による備品台帳管理の実施 

 
【指標を実現するための取組・手段等】 

①電子（ペーパーレス）化の具体方法の検討及び課題整理 ～７月 

②スケジュールの作成 ～８月 

⑤ 現行備品台帳の電子データへの移行処理 ～１２月 

④様式作成・関係各課との調整ほか導入準備 ～１２月 

⑤各課への周知と試行的運用による課題確認 １月～ 

⑥運用開始 ～３月 

 

② 

【施策】 

ＯＣＲ帳票の庁内処理を委託業務に切り替え経費節減を図る。 

 
【達成すべき指標】 

ＯＣＲ帳票委託業務の円滑な運用実施  

 

【指標を実現するための取組・手段等】 

・関係課と運用に向けての課題整理及び調整事務 ～６月 

・委託業務への円滑な切替の実施 ７月中 
 

③ 

【施策】 

納付書等に係る公金収納方法についてキャッシュレス等による決済方法の拡大を検

討し収納窓口サービスの向上を図る。 

 

【達成すべき指標】 

導入に係る必要経費について、令和６年度予算に計上する。 

 

【指標を実現するための取組・手段等】 

①効果的なキャッシュレス決済方法の検討 ～８月 

②導入・運用経費の検討 ～１０月 

③令和６年度予算要求 １１月 

 

④ 

【施策】 

請求書等に係る押印廃止に向けた検討を実施し市民サービスの向上、事務改善を図

る。 

 

【達成すべき指標】 

請求書等に係る押印廃止又は廃止可能な請求書の範囲拡大について検討する。 

 

【指標を実現するための取組・手段等】 

①押印廃止に向けた課題の抽出、整理を図る ～８月 

②府内市町の押印廃止の状況を確認する ～９月 

③監査関係課との調整 ～９月 

 

 


